
７
月
２
日
、
平
和
行
進
愛

媛
コ
ー
ス
が
愛
媛
・
高
知
県

境
で
終
了
し
、
四
国
コ
ー
ス

を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
２
日
は
前
日
の

大
雨
か
ら
一
転
、
快
晴
と
な

る
も
と
、
高
知
と
愛
媛
の
県

境
に

21人
が
集
ま
り
、
終
結

集
会
を
行
い
、
「
核
兵
器
の

な
い
世
界
へ
」
「
核
兵
器
禁

止
条
約
に
参
加
す
る
政
府
に

す
る
た
め
、
草
の
根
か
ら
声

を
あ
げ
、
原
水
爆
禁
止
四
国

大
会
と
世
界
大
会
を
成
功
さ

せ
よ
う
」
と
思
い
を
共
有
し

ま
し
た
。
愛
南
町
内
を
行
進

し
、
一
本
松
か
ら
終
結
集
会

の
場
所
へ
向
か
い
高
知
実
行

委
員
会
と
合
流
。
愛
媛
か
ら

14人
、
高
知
か
ら
７
人
の
参

加
で
終
結
集
会
を
行
い
ま
し

た
。
集
会
で
は
、
片
岡
・
平

和
行
進
愛
媛
県
副
実
行
委
員

長
が
「
内
子
町
で
『
政
府
に

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・

批
准
を
求
め
る
請
願
』
が
採

択
さ
れ
た
」
と
報
告
。
高
知

か
ら
は
「
若
者

24人
と

15人

が
大
型
バ
ス
１
台
で
広
島
で

の
世
界
大
会
に
参
加
予
定
。

長
崎
に
も
５
人
が
参
加
予
定
」

な
ど
発
言
。
今
年
の
平
和
行

進
四
国
コ
ー
ス
を
振
り
返
り
、

終
結
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

今
年
は
「
核
兵
器
禁
止
条
約

の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
署

名
」
に
小
野
植
内
子
町
長
、

久
保
内
子
町
議
会
議
長
、
程

内
鬼
北
町
議
会
議
長
が
署
名

し
て
い
ま
す
。
８
月
９
日
に

は
『
千
羽
鶴
を
海
外
へ
送
る

つ
ど
い
』
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
８
～
９
日
、
「
第

69

回
原
水
爆
禁
止
四
国
大
会

in

愛
媛
」
が
え
ひ
め
共
済
会
館

で
開
催
さ
れ
、

45人
と
ｗ
ｅ

ｂ

24カ
所

58人
が
参
加
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
『
愛
媛
合
唱
団

青
年
部
Ｇ
Ｌ
Ｃ
』
に
よ
る
２

曲
の
う
た
ご
え
。
愛
媛
原
水

協
の
永
瀬
理
事
長
が
「
大
軍

拡
・
大
増
税
が
進
め
ら
れ
れ

ば
社
会
保
障
が
削
減
さ
れ
る

状
況
が
あ
る
。
核
兵
器
禁
止

条
約
締
約
国
会
議
へ
の
日
本

の
参
加
へ
署
名
を
集
め
積
み

上
げ
よ
う
」
な
ど
開
会
あ
い

さ
つ
。
各
県
報
告
に
続
い
て
、

記
念
講
演
は
前
川
史
郎
さ
ん

（
日
本
原
水
協
担
当
常
任
理

事
）
が
「
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
す
る
日
本
へ
変
え
よ

う
～
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ

草
の
根
の
力
で
前
進
し
よ
う
」

と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

前
川
さ
ん
は
自
身

の
青
年
期
、
原
水

協
で
働
い
て
い
る

経
緯
を
話
し
、
今

の
世
界
情
勢
や
核

兵
器
・
禁
止
条
約
を
と
り
ま

く
情
勢
も
発
言
。
「
自
治
体

で
の
請
願
も
広
が
っ
て
お
り
、

後
戻
り
は
し
な
い
世
論
の
流

れ
が
あ
る
」
「
核
兵
器
使
用

は
、
核
の
冬
（
気
候
変
動
）
、

飢
餓
（

20億
～

50億
人
以
上

が
餓
死
の
可
能
性
）
、
健
康

被
害
を
も
た
ら
し
、
も
は
や

地
球
全
体
の
問
題
」
「
子
ど

も
の
未
来
に
核
兵
器
も
原
発

も
い
ら
な
い
」
「
日
本
で
も

世
界
で
も
国
民
の
多
数
の
声

は
核
兵
器
禁
止
・
平
和
」

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
に
向

け
て
一
緒
に
頑
張
ろ
う
」
な

ど
話
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
目

は
、
２
つ
の
分
科
会
を
開
催
。

特
別
決
議
を
読
み
上
げ
、
参

加
者
一
同
で
決
議
し
ま
し
た
。

県
本
部
は
６
月

24

日
、

「
次
世
代
育
成
休
暇
等
学
習

会
」
を
開
催
し
４
単
組
７
人

が
参
加
。
は
じ
め
に
県
本
部

堀
川
書
記
次
長
が
休
暇
制
度

と
組
合
で
の
休
暇
取
得
の
上

で
の
課
題
と
と
り
く
み
の
方

向
性
を
報
告
。
各
単
組
ご
と

に
休
暇
制
度
に
若
干
違
い
が

あ
り
、
各
単
組
で
作
成
し
た

組
合
員
に
わ
か
り
や
す
く
知

ら
せ
る
た
め
の
図
表
な
ど
を

紹
介
。
県
本
部
で
の
「
『
人

生
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
よ
ね
』

リ
ー
フ
」
も
紹
介
。
出
産
・

育
児
・
介
護
支
援
の
休
暇
制

度
を
資
料
を
も
と
に
確
認
し
、

特
に
育
児
休
業
で
は
制
度
改

定
と
期
末
・
勤
勉
手
当
支
給

額
・
社
会
保
険
料
免
除
、
市

町
村
職
員
共
済
の
補
て
ん
な

ど
も
確
認
。
各
単
組
で
「
休

暇
制
度
改
定
の
お
知
ら
せ
」

「
育
児
部
分
休
業
を
取
得
し

た
方
の
声
」
「
婦
人
部
懇
談

会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
な
ど
を

紹
介
し
、
「
組
合
の
チ
カ
ラ

自
治
労
連
共
済
愛
媛
県
支

部
は
６
月

24日
、
「
共
済
学

校
」
を
開
催
し
県
内

10支
部

か
ら

20人
が
参
加
。
講
師
と

し
て
自
治
労
連
共
済
か
ら
打

越
好
子
さ
ん
（
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
）
を
招
き
、
共
済
制

度
・
共
済
拡
大
の
２
つ
の
テ
ー

マ
で
学
習
交
流
を
実
施
。
ま

ず
、
共
済
制
度
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

共
済
給
付
の
対
応
が
発
症
時

期
ご
と
に
変
化
し
て
い
る
点

に
触
れ
「
発
症
時
期
に
よ
っ

て
必
要
書
類
が
違
う
こ
と
に

留
意
し
て
ほ
し
い
」
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

23年

制
度
改
定
の
項
目
に
も
触
れ
、

火
災
共
済
の
風
水
害
特
約
が

新
設
さ
れ
た
こ
と
や
損
害
区

分
に
中
規
模
半
壊
が
新
設
さ

れ
た
こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
共
済
拡
大
で
は
、

春
の
共
済
拡
大
運
動
で
の
全

国
的
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
、

「
新
採
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
で
の

受
け
取
り
者
増
加
の
た
め
の

組
合
説
明
会
で
の
工
夫
や
組

合
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

支
所
独
自
型
の
設
定
な
ど
、

共
済
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
に
基

づ
き
な
が
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
拡
大
の
単
組
交
流
で

は
「
新
採
職
員
の
考
え
方
に

も
変
化
が
あ
り
、
共
済
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
趣
旨
説
明
を
、
て

い
ね
い
に
し
な
け
れ
ば
受
け

取
っ
て
も
ら
え
な
い
」
「
新

採
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
受
け
取
り

者
の
中
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
期

間
中
に
給
付
を
受
け
る
人
が

毎
年
１
人
は
い
る
。
こ
う
し

た
方
は
必
ず
更
新
し
て
も
ら

え
る
」
な
ど
状
況
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
打
越
さ
ん
は

高
知
支
部
作
成
の
共
済
説
明

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資
料
を

示
し
て
「
現
在
の
共
済
加
入

者
の
分
析
を
行
い
、
拡
大
面

の
課
題
を
明
確
に
し
な
が
ら

と
り
く
ま
れ
て
い
る
」
と
説

明
し
ま
し
た
。

後
半
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
」
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を

設
け
、
全
国
税
労
働
組
合
か

ら
前
川
幸
徳
さ
ん
を
招
き
、

労
働
組
合
会
計
に
お
け
る
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
留
意
点
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
国
税

庁
作
成
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
動
画
を
視
聴
し
た
後
、

労
働
組
合
が
手
数
料
収
入
を

受
け
取
る
ケ
ー
ス
を
想
定
し

た
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

「
労
働
組
合
は
免
税
事
業
者

の
た
め
、
課
税
事
業
者
登
録

の
必
要
は
無
い
が
、
イ
ン
ボ

イ
ス
の
経
過
措
置
が
無
く
な

る
６
年
後
の
民
間
業
者
の
対

応
次
第
で
は
収
入
減
を
想
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も

し
れ
な
い
」
と
説
明
。
参
加

者
か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
し
く
み
が
よ
く
分
か
っ
た
」

「
共
済
学
校
で
な
ぜ
イ
ン
ボ

イ
ス
の
学
習
を
す
る
の
か
、

説
明
を
受
け
て
納
得
で
き
た
」

な
ど
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

は
加
入
者
と
組
合
員
の
声
、

声
に
基
づ
い
た
要
求
だ
か
ら

チ
カ
ラ
を
持
つ
」
と
実
際
に

改
善
し
た
事
例
な
ど
も
紹
介

し
「
よ
り
良
い
制
度
に
し
よ

う
」
と
話
し
ま
し
た
。
参
加

者
交
流
で
は
「
『
生
理
休
暇
』

で
は
な
く
新
居
浜
市
の
『
女

性
休
暇
』
の
名
称
の
方
が
取

り
や
す
い
」
「
男
性
の
育
休

取
得
希
望
が
出
て
い
る
が
人

員
補
充
の
予
定
が
な
く
ど
う

業
務
を
や
り
く
り
す
る
か
」

「
育
休
取
得
者
の
代
替
が
人

件
費
の
問
題
で
会
計
年
度
任

用
職
員
の
補
充
も
で
き
な
い

状
況
」
「
育
児
・
介
護
な
ど

の
休
暇
は
以
前
よ
り
も
周
知

さ
れ
取
り
や
す
い
が
、
取
得

で
は
人
員
不
足
が
一
番
の
ネ
ッ

ク
」
「
特
別
休
暇
や
夏
季
休

暇
が
増
え
、
『
有
給
取
得
率

を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
』
と

言
わ
れ
る
が
、
有
給
は
子
ど

も
や
何
か
の
と
き
に
取
っ
て

お
き
た
い
。
特
別
休
暇
等
も

含
め
１
人
が
何
日
休
暇
取
得

し
て
い
る
か
の
指
標
も
必
要

で
は
な
い
か
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

（１） 第５５８号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２３年 ７月２０日

第 ５５８ 号

日 程

【７月】

22 青年部定期大会（県本部）

自治労連青年部全国委員

会（大阪）

自治体学校（岡山～24）

23 自治労連非正規公共評全

国代表者会議（web）

26 中央行動

西条市職労定期大会

27 伊予市職労定期大会

28 宇和島市職定期総会

30 原爆死没者合同慰霊祭

【８月】

上旬 人事院勧告

２ 南予総支部定期総会

（西予）

９ 千羽鶴を海外へ送るつど

い（教育会館）

10 西予市職労団体交渉

自治労連共済全国支部長

会議（web）

12 県本部拡大執行委員会・

単組代表者会議

26 自治労連事前会議（山口）

27 自治労連定期大会

（山口～29）



内
子
町
職
は
７
月
６
日
、

定
期
大
会
を
開
催
。
県
本
部

か
ら
森
賀
委
員
長
が
来
賓
あ

い
さ
つ
で
「
内
子
町
職
が
勝

ち
と
っ
た
初
任
給
改
善
・
在

職
者
調
整
（
全
職
員
）
は
、

注
目
さ
れ
て
お
り
、
初
任
給

改
善
が
会
計
年
度
職
員
、
内

子
社
協
、
み
ど
り
苑
に
も
拡

大
し
、
地
域
全
体
の
底
上
げ

に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
激

励
。
各
分
野
に
わ
た
る
こ
の

１
年
間
の
経
過
を
確
認
し
た

後
、
方
針
で
は
、
山
中
委
員

長
が
「
内
子
町
職
の
強
み
は

全
員
加
入
。
強
み
を
活
か
し

た
要
求
活
動
、
組
合
員
交
流

を
進
め
よ
う
」
と
力
強
く
表

明
。
最
後
に
、
役
員
選
挙
を

行
い
、
力
石
新
委
員
長
が
確

認
さ
れ
、
力
強
い
『
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
』
で
大
会
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。
大
会
終
了

後
、
懇
親
会
を
行
い
、
組
合

員
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

中
予
総
支
部
は
６
月

28日

定
期
総
会
を
開
催
し
、
３
単

組
４
人
が
参
加
。
活
動
経
過

で
は
市
町
村
職
員
共
済
組
合

議
員
選
挙
で
予
定
し
た
候
補

者
を
当
選
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
、
な
ど
報
告
。
会
計
決

算
を
確
認
し
、
次
年
度
の
中

予
総
支
部
関
係
の
県
本
部
役

員
の
選
出
に
つ
い
て
も
確
認
。

８
月

27～

29日
に
開
催
さ
れ

る
自
治
労
連
定
期
大
会
の
概

要
と
事
前
会
議
参
加
・
代
議

員
選
出
を
要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
各
大
会
な
ど
へ
の
参
加

で
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、

中
予
総
支
部
で
相
談
し
補
助

を
行
う
こ
と
と
し
、
す
で
に

開
催
が
決
ま
っ
て
い
る
会
議

な
ど
に
つ
い
て
も
確
認
し
ま

し
た
。
近
藤
総
支
部
長
（
東

温
市
職
）
ほ
か
、
新
役
員
を

選
出
し
、
総
会
を
終
え
ま
し

た
。

西
予
市
職
労
は
６
月

28日
、

定
期
大
会
を
開
催
し

78人
が

参
加
。
１
年
間
の
経
過
報
告

で
上
甲
委
員
長
が
「
十
数
年

要
求
し
続
け
た
日
直
業
務
廃

止
が
実
現
で
き
た
矢
先
の
今

年
２
月
末
、
市
立
病
院
等
へ

の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
提

案
が
あ
っ
た
。
組
合
と
し
て
、

今
後
も
当
局
と
粘
り
強
く
交

渉
を
続
け
る
」
と
総
括
。
ま

た
大
園
副
委
員
長
か
ら
「
民

営
化
の
提
案
直
後
か
ら
、
親

組
合
や
県
本
部
の
協
力
に
よ

り
、
学
習
会
や
対
策
会
議
を

開
催
し
て
い
る
」
な
ど
報
告
。

そ
の
ほ
か
事
業
報
告
な
ど
す

べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
川
上
新
委
員
長
は

「
民
営
化
問
題
と
い
う
大
き

な
課
題
が
あ
る
中
、
こ
の
課

題
へ
の
対
応
に
留
任
い
た
だ

い
た
前
年
度
役
員
と
と
も
に

精
一
杯
頑
張
り
た
い
」
と
決

意
を
表
明
。
新
組
合
員
の
自

己
紹
介
も
あ
り
、
最
後
に
集

合
写
真
を
撮
影
し
て
大
会
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
６
月

28日

「
く
み
あ
い
カ
レ
ッ
ジ
～
お

金
に
つ
い
て
学
ぼ
う
（
基
礎

編
）
～
」
を
開
催
。
第
１
回

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
部
、
第
２
回
仕

事
部
、
第
３
回
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
部
に
続
く
今
回
は
四
国
労

働
金
庫
を
講
師
に
迎
え
、
１

年
目
か
ら
大
先
輩
ま
で
合
計

９
人
が
参
加
。
今
回
は
基
礎

編
と
い
う
こ
と
で
お
金
の
基

本
の
「
き
」
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
貯
金
だ
け
で

は
今
後
が
心
配
だ
が
、
今
ま

で
は
お
金
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
が
な
か
っ
た
。
今
回
の
基

礎
編
に
は
興
味
が
あ
り
受
講

し
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
声

が
あ
り
、
今
ま
で
あ
ま
り
金

融
教
育
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
参
加
者
に
と
っ
て
、
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。
組
合

員
へ
の
積
極
的
還
元
を
目
指

し
、
「
組
合
な
ら
で
は
の
活

動
」
を
今
後
も
追
求
・
実
践

し
て
い
き
ま
す
。

松
山
市
職
労
は
７
月

10日

執
行
委
員
会
を
開
催
し

13人

が
参
加
。
活
動
経
過
で
は
、

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
将
棋
大
会
で

貝
崎
組
合
員
が
ベ
ス
ト
３
に

入
り
、
自
治
労
連
全
国
将
棋

大
会
に
代
表
参
加
す
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
情
勢

学
習
で
は
、
県
本
部
役
員
が

新
聞
記
事
か
ら
「
高
齢
者
の

ゴ
ミ
出
し
支
援
＝
安
否
確
認

を
兼
ね
た
個
別
回
収
が
全
国

で
広
が
り
、
総
務
省
が
特
別

交
付
税
を
摘
要
」
な
ど
報
告

し
、
８
月
上
旬
人
事
院
勧
告

で
公
務
員
給
与
改
善
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
提
起
。
協
議
事

項
で
は
、
大
会
や
会
議
参
加
、

自
治
労
連
共
済
な
ど
で
意
見

交
換
。
最
後
に
、
県
本
部
役

員
が
『
自
治
体
の
仲
間
７
月

号
』
の
西
予
市
職
労
の
記
事

か
ら
全
県
の
注
目
と
支
援
を

よ
び
か
け
ま
し
た
。

７
月

14～

15日
、
自
治
労

連
第

27回
全
国
将
棋
大
会
が

自
治
労
連
会
館
で
行
わ
れ
、

７
地
方
組
織

11単
組
、
大
会

実
行
委
員
会
含
め

26人
が
参

加
。
大
会
は
２
０
１
９
年
以

降
中
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
欠
場
も
あ
り
、
７

チ
ー
ム
で
の
総
当
た
り
戦
で

行
わ
れ
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ー

ム
は
４
位
の
成
績
を
収
め
ま

し
た
。
今
大
会
で
は
ゲ
ス
ト

と
し
て
プ
ロ
棋
士
・
勝
又
清

和
七
段
を
招
き
、
空
き
番
チ
ー

ム
と
の
三
面
指
導
対
局
や
景

品
付
き
詰
め
将
棋
な
ど
を
実

施
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
全

チ
ー
ム
と
対
戦
で
き
新
鮮
で

よ
か
っ
た
」
「
組
合
員
ど
う

し
の
地
域
を
越
え
た
交
流
の

場
は
大
事
。
文
化
・
伝
統
を

守
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
大
会

継
続
を
」
「
こ
の
大
会
が
自

分
の
将
棋
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
腕

を
み
が
い
て
来
年
も
挑
み
た

い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

■
梅
雨
明
け
！
早
く
も
う
だ

る
暑
さ
で
す
が
夏
バ
テ
し
な

い
よ
う
に
、
た
ま
に
は
美
味

し
い
物
を
食
べ
て
乗
り
切
り

た
い
も
の
で
す
。

（
新
居
浜
・
藤
井
）

■
飲
み
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
復

活
し
ま
し
た
！
日
々
忙
し
い

け
ど
、
人
と
関
わ
り
笑
っ
て
、

充
実
し
て
る
っ
て
ウ
キ
ウ
キ

し
て
ま
す
！

（
新
居
浜
・
山
本
）

■
上
の
子
の
入
学
当
時
か
ら

コ
ロ
ナ
対
策
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
こ

そ
夏
休
み
は
ど
こ
か
に
連
れ

て
行
っ
て
あ
げ
た
い
な
ぁ
、

と
思
っ
て
い
ま
す
！

（
新
居
浜
・
筒
井
）

■
畑
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
大

き
く
な
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

（
宇
和
島
・
岡
崎
）

■
京
都
の
清
水
寺
で
お
み
く

じ
を
引
い
た
所
、
引
き
当
て

た
の
は
な
ん
と
凶
。
な
ん
て

縁
起
の
悪
い
と
思
っ
て
い
た

矢
先
、
後
日
、
高
速
道
路
で

車
が
故
障
し
危
う
く
死
ぬ
と

こ
ろ
で
し
た
。

（
宇
和
島
・
青
木
）

■
３
カ
月
前
ぐ
ら
い
か
ら
定

年
に
な
っ
た
夫
が
家
の
周
り

の
壁
を
塗
っ
て
、
先
日
や
っ

と
終
わ
り
、
綺
麗
に
な
り
ま

し
た
。（
津
島
吉
田
・
毛
利
）

■
物
価
高
騰
に
よ
る
賃
金
改

善
の
誌
面
を
読
ん
で
。
私
た

ち
組
合
員
の
声
を
届
け
て
い

た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
財
政
不
足
も
深
刻

で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
節

電
や
課
内
で
の
と
り
く
み
に

気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
杉
田
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５５８号

２０２３年 ７月２０日

■
５
５
６
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
カ
テ
イ
キ
ヨ
ウ
シ
」

（
家
庭
教
師
）
で
し
た
。
正

解
は

13通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

毛
利
恵
美
（
津
島
吉
田
）

小
野
珠
李
亜
（
新
居
浜
）

青
木
将
吾
（
宇
和
島
）

山
本
未
紗
（
新
居
浜
）

鈴
木
亜
希
子
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
８
月

27日
【
発

表
】
５
６
０
号
（
９
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①扁平足。足の裏が外側を向いている

④首筋の髪の毛の生え際

⑦愛媛だと「今治西高校」の略

⑧広く物事を知っている人。博識

⑨○○○○⇔高すぎ

【タテのカギ】

①学園を舞台にした作品のこと

②1877年設立。日本赤十字社の前身

③○○⇔祖母

⑤リス科。背に黒い縦縞が5本ある

⑥足でペダルをこぐ、○○○○ボート。

スワンボートなど

マ
ス
目
を
埋

め
、
二

重
枠
の

10

文
字
で

、

あ
る
児

童
文

学
に
し

て
下
さ
い

。

お
た
よ
り

あ
り
が

と
う


